























































































表－ 1 産業用繊維の素材別投入量（千トン， 1998年）
ナイロン ポリエステルポリフ'pピレン ビニロン その他
タイヤコード・ベルト 34.8 46.2 。 0.5 4.4 
綱網類 8.6 3.7 10.3 3.3 12.6 
重布類 2.1 10.4 。 0.5 8.7 
袋・包装類 。 。 1.4 。 23.4 
縫製用 3.0 18.2 。 1.0 2.8 
フェルト 0.2 3.3 0.5 。 194.6 
不織布 5.3 53.2 54.1 5.6 66.0 
7本拠品E日目日 3.0 6.4 1.5 0.2 10.0 
その他 7.8 27.8 2.4 3.3 44.7 
出所）図－ 1に同じ。
表－ 2 化学繊維二次製品の貿易（百万円）
輸出 輸入 収支 競争力指数
衣料 9,305 747,453 -738,148 
非衣料 103,977 125,842 21,865 
ひも，網，ケーブル 6,519 9,238 -2,719 
フェルト，同製品 9,859 6,651 3 208 











































































































































































































































































































































的諸側面との関連を分析する視点Jとしたい。この定義は山崎 (1999）第 1章第 2節から示
唆を受けてまとめた。
3.工業用のみを「産業用Jと呼ぶことがあるなど，文献によってその範囲に違いはあるが，
ここでは基本的に『繊維ハンドブ7ク』の分類に従うことにする。
4.本稿の「衣料」は，ここでの「アパレル」と全く同義である。
5.伊丹（初01)p550 
6.日本政策投資銀行（2003)p37 0 
7.向上書， p89o
8. 1鈎8年までは『繊維ハンドブック』等で天然繊維を含めたデータが公表されているが，衣
料用が絶対的・相対的に減少している傾向は同じである。
9.日本の不織布もかつては衣料用の芯地が中心であったが，現在では約3%を占めるのみで
ある。
10.ちなみに「フェルト」も現在では建築用断熱材を中心に，機械用などに広く展開しており，
「手芸用」の通念は変える必要がある。
11.本宮（2001）では，繊維を衣料用のみと思っている人は「テントが繊維からできているこ
とはわかっていても、後楽園の東京ドームの屋根が繊維（ガラス繊維，括弧肉筆者補足）か
らできていることは知らない」「新合織は繊維からできていることを知っていても、光ファイ
パーは繊維とは別の世界のように思っている」と指摘されている（同書， p68）。衣料から雛
れるほど，「繊維」を想起しにくいということであろう。
12.メーカーや商社がIl中業者に糸を渡し，「工賃Jを支払って加工を委託する方式である。成
長期には川中にとって在庫リスクを負わないという利点もあるが，消費者情報と距離がある
ため，企画やデザインのノウハウが蓄積されにくいといわれる。
13.自動車生産の海外移転に伴う自動車用不織布生産の移転について，拙稿（捌3)pl49を参照。
14. 2003年2月の韓国・地下鉄火災の際，同国の難燃基準の低きが問題となったことを想起さ
れたい。
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15. r繊維ニュースJ2004年3月31日8面。
16.富沢 (1998)pl14。
17.『日本標準産業分類jより。また極細繊維素材と樹脂の複合素材である人工皮革は「フ．ラス
チック製品製造業」，それを用いた製品は「ゴム製品製造業」「なめし皮・同製品・毛皮製造
業」などに分散して扱われている。
18.不織布の詳細なデータについては，日本不織布協会『不織布関係資料集j各年版を参照の
こと。
19.日本化学繊維協会提供資料「産業資材用繊維の現状」より。
ハイテク繊維の展開については本宮 (1999）を参照。高強度・耐熱などの機能性素材は日
本が国際的に強みを持っているが，その用途は主として産業用分野である（『繊維ニュースj
（機能性素材特集号） 20似年2月27日）。
20.米長（2003）。
21.あえて訳せば「単繊維」だが，あまり浸透している用語ではないし，「短繊維」とまぎらわ
しいので英単語のまま用いた。
2.自然科学の立場からの概念規定の検討については，本宮（1999)pp26-35を参照。
23.島精機製作所の開発した無縫製ニットウェア製造機は．この「宿命」を克服した革新的な
技術である。
24. 「多角化」という用語が用いられることも多いが，ここでは使用しない。「事業の数を増や
すjことだと誤解されるうるからである。企業の事業展開は新事業に参入するのみではなく，
不採算事業からの撤退も含まれるので，必ずしも事業の数が増える訳ではない。
25.梅沢 (1985），栗山（1996），省関（1996）などである。
26.プラスチァク製光ファイバーは合成繊維原料の重合，そして溶融したものに形を与えて固
める賦裂と呼ばれる技術が応用されている。
27.炭素繊維の開発については，嘗間 (1996）を参照のこと。
28.人工皮革の開発の一例として，栗山（1996)p90を参照のこと。人工皮革には衣料用のもの
もあるが，近年は非衣料分野に傾斜しつつある（『繊維ニュースJ2003年12月17日， 4 5面）。
29.綿花のうぶ毛部分であるコットンリンターを溶融・紡糸した繊維であり，従来は高級裏地
などに用いられてきた。
30.梅沢 (1985)pp85-86oその後間製品は衛材などから撤退し，得意用途に絞って「居場所を
明確にした」ことによって差別化に成功している（『繊維ニユースJ2004年2月5日， 5面）。
31.拙稿（2002）は，北陸企業においてそれを分析したものである。
32.以下は2003年1月19日に行なった聞き取り調査にもとづく。
3.開発担当者によると，このノウハウは「ローテクの極致」だという。同社で糸メーカーに
対抗して製品開発ができるのは染色工程で蓄積された様々なローテク・ノウハウとハイテ
クとの結合によるところが大きいという。
34.同書 p3o
提出年月日： 2004年5月14日
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